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新年度のご挨拶 施設長 椎 葉 源 二

…     春爛漫の好季節となりましたが、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
^■ ‐    私も、施設長就任以来四度目の春を迎えておりますが、その間で最も大きな事業が、

く 二
.ゝ  一昨年 9月 に、特養 「桜の里」に隣接 して建設された鉄筋コンクリー ト造、地上 3階

建ての地域密着型特養 「桜なみき」の開設であります。

この施設は、各階がひとつのユニットとなっており、総定員は、29名 であります。開設当初は、1階・

2階 ともに順調な入所者の皆様の受入ができたのですが、3階部分の定員 10名 につきましては、予想以

上に介護スタッフの確保に手間取 り、40名 程の入所待機者が居られるのに、長期間にわたり受入するこ

とが出来ずに、関係者の皆様に対し、大変申し訳ない思いでありました。

その後も、「一日でも早い受入を」との思いで、介護スタッフの確保に奔走する毎日でありましたが、

各町村行政など、各方面からのご協力とご支援を頂き、ようやくこの春、三階部分に入所者の皆様を受け

入れる体制が整い、特養 「桜なみき」の全館満床を迎える目処がついたところであります。

これで、当法人の各施設 (全事業)の 介護サービスの運営基盤が整うこととなります。これを契機として、

また、新年度を迎えるに当たって、なお一層入所者の皆様に、安全で安心な介護サービスの提供を、入所

者の皆様の心に寄り添いながら行つてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

また「社会福祉法人Jと して、地域への社会貢献にも取り組みながら、地域に根ざした信頼される介護サー

ビス提供拠点施設としての役割を、職員と共に汗をかきながら目指 してまいりますので、今後共に、ご支

援ご鞭撻を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

桜の二「理合」

信 頼
私たち|ま 泰用者の方、ご家装の皆様 |〔 信頼 さオtる

養仝で賃の高い介護を提供いたします。

尊 重
泰用者の皆様の人塔を尊重し、常に/11手 の立場に

立って狭壼な生活が過ごさ″えるよう努力します。

真 |ヒ

家庭的で明るヽヽたのこもった環境づくりに努力し

ます。

社会福祉法人御薬園全事業所ではご利用者様 と職員

一緒に、多良木町にある王宮神社や湯前町の里宮神社

にお参 りしました。

今年もどうか良い年でありますように、ご利用者の

皆様は心をこめて参拝されていました。

桜なみき「理合」
住み慣れた地域の中で、今までと交わらない自

分 らしい生活を私たちが支えます。

桜なみき「基本方針」
‐入居者の煮思を尊重 し、安た した暮らしが送れ

るよう努めます。

地域との結びつ きを大切にし、地城交流の場 と

なるように努めます。
1載員そ′tぞれの専門性を活か し、連携 してその

人に寄 り添ったケアを行えるよう努めます。

入屠者のより良い生活のために、晟員一人ひと

りが知識 と技術の向上に努めます。
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クリスマス会 12月 24日

12月 24日 はクリスマスイブ、前日から利用者様とクリスマス

ツリーの飾りつけをし、職員と一緒にクリスマスケーキを作りまし

たcそ して当日、デイサービスでは職員による楽 しい踊りを、また、

桜なみきには岩野保育園の園児がクリスマスの歌や踊りを披露して

くださいました。楽しい催 し物の後には、手作りのクリスマスケー

キを全員でいただきました。

餅つき会 12月 26日

年末の風物詩である餅つき会を行いました。桜の里では屋内

で、入居者の皆様はもちろん、デイサービス利用者の皆様も大

勢参加され、桜なみきでは屋外で地域の子供会が参加して行い

ました。準備から餅

の丸め方まで、やは

り、何ごとも豊富な

経験を持つておられ

るご利用者にはかな

いませんでした.
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節分豆まき 2月 3日

2月 3日 は節分の日、職員

扮する鬼にご利用者の皆様は

大きな声で「鬼は～外 ||」 と、

豆を投げて厄を払っておられ

蝿

■

「人吉球磨はひな祭り」見物 2月 3日

2月 から開催されている、ひな飾りの見物に多良木

町石倉や湯前町ふれあい交流センター“湯～とぴあ "

などにドライブがてら出かけましたc
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石尾先生のピアノ会
(毎月 )

岩野小学校5年生
(2月 25日 )

影絵劇団おうち様
(12月 15日 )

麦の会様
(毎月 )

傾聴ボランテイア様
(毎月第3大曜日)

響 .三ニ
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「水上村元気クラブ様」
の作品展示

月 2回開催されている、「水上村元気クラブ・習字の会 (講

師は、当法人評議員の那須久子様・写真 )」 の作品を桜の里

に展示 して頂いています。9名 の会員様の平均年齢は 80歳
代半ばで 3名 の会員様は 9η 歳です !皆 とても素晴らしい

作品ですね !桜の里にお寄 りの際はぜひご鑑賞 ください。

機能訓練指導員 (作業療法士)

を配置しました

桜の里 (特養、シ∃― 卜、デイサービス)ご利用者に対し、

専門的な身体機能訓練 (リ ハビリ)を 実施するために平成

27年 1¬ 月から種村理絵作業療法士を配置 し、この 4月 か

らは特にデイサービスご利用者に対 し「個別機能訓練」を

実施することになりました。今後はご利用者様、ご家族様

の状態や希望に応 じて個別

的なリハビリを提供 します

ので、どうぞ気軽にお申し

付けください。

(但 し、デイサー ビスご

利用者に対 しイ〒うイ固男J機能

訓練には ¬日 46円 の加算

がかかります。)

・攘

蛛

救急講習 1月 28日

施設内研修を兼ねた救急講習が桜の里内の地域交流スペースで行われまし

た。上球磨消防署東分署救急隊の署員様による救命処置等の説明後、救急事

故発生時の初動措置から心肺蘇生法を行いながら救急隊に引き継 ぐまでの基

本的な流れを習得する訓練を行いました。私達はいざという時に大切なご利

用者様の命を守ることができるよう高齢者福祉に携わる職員として今後も訓

練を重ねます。

上球磨消防署救急隊

の皆様、今回のご指導、

誠にありがとうござい

ました。

―
｀
               こ̂

3月 17日  .1

桜の里の消防訓練では、上球磨消

防署東分署の西消防士長様以下 4名

の消防署員様のご指導の下、発見・

通報 。初期消火・避難誘導の訓練を

行いました。終了後の講評では、「大

人数のご利用者の避難誘導としては

思っていたより短時間で一連の行動

が行われ、訓練の成果が概ね出ていた。Jと の言葉をいただきま

した。

上球磨消防署東分署の署員様、今回もご指導、誠にありがとう

ございました。

桜なみき消防訓1練 1月 15日

今年初めての消防訓練を桜なみきで行いました。

上球磨消防署東分署の星原消防司令補様以下 3名 の消防署員様の

ご指導の下、発見・通報・初期消火・避難誘導、と一連の訓練を実施

しました。終了後の講評では、「火災はいついかなる場所で発生する

かわからない、初期対応が一番大事。マニュアノじ通りにいかないこと

もあるが、訓練と思わずに真剣に取 り組ん

でほしい。今後は消防署、消防団もカロわっ

て実際の消防活動のような訓練も行ってい

きたい。」との言葉をいたださました。

上球磨消防署東分署の皆様、今回のご指

導、誠にありがとうございました。
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今回からは介護保険のサ|■
―
ビスについて

具体的に説明しヽたします:|

ホームヘルパーが家庭を訪問し、食事や排泄
など日常生活上の介護や、調理や洗濯などの
生活援助を行います。

看護師などが家庭を訪問して療養上の世話や

診療の補助などを行います。
(ただし、終末期等における訪問看護は医療保険の
適用対象となります。)

医師、歯科医師、薬剤師などが医学的な健康
管理・薬剤管理などについて指導・助言をし
ます。
(計画的に医師が計画に基づき家庭を訪問 しEII療行
為を行う 「訪問診療」や患者様からその都度求めに

応 じて医師が家庭に出向いて行う 「往診」は医療保
険の対象となります。)

家庭の浴室での入浴が困難な人を対象に、浴
槽を家庭に持ち込むなどして入浴介護を行い
ます。

理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が家庭
を訪問し、心身機能の維持回復と日常生活動
作の自立に向けた機能訓練を行います。

桜の里居宅介護支援事業所 猪原 清

昨年 12月以降社会福祉法人御薬園職員

の仲間入りをした職員です。

な鎌貫 看護部季踊桑和
短期入所小畑真司

慈き尋き  業療多羹キ

第 1回 目は、桜の里の甲斐看護主任ご自慢の猫、
ミー太 (オス6歳・左)と クー (メ ス7歳・右)です。
「ご主人が帰ると玄関で三つ指ついて待つていま
す。」     __          隆饗

顆巡 炒辣輻 鱚m-5k郎 洟繹 鰺凹倅ξヾン啄鰤

今号からの新コーナーです。

月 ボランテ|イア莱 lm職 の畢 印目議沐Ⅲ●勒
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'そ

の他

期
一

ひまわりの会(湯前町)

傾聴ボランティア(多良本田I)
麦の会 (湯前町他)

球暦郡レクリ1-ション協会暢硼I働

運営推進会議 桜花見 ドライブ
運営推進会議

消防∃練
新入職員歓迎会

叩

ジョイフル町菊(多良木町)

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアノ会(多良木町)

母の日行事

つつじ花見ドライブ

母の日行事

つつじ花見ドライブ

母の日行事
つつじ花見ドライブ

母の日行事

つつじ花見ドライブ

家族会定期総会

水上中学校ふれあい交流会

一一一一“”一一一一一

傾聴ボランティア(多良木ⅢI)
麦の会 (湯前田]他 )

球磨llレ クリ1-ション協会(湯前世他)

石尾先生ビアノ会(多良木BI)

父の日行事

菖蒲花見ドライブ

父の日行事
菖蒲花見ドライブ

運営推進会議

消防∃練

父の日行事

菖蒲花見ドライブ

父の日行事

菖蒲花見ドライブ

運営推進会議

熊本県介護保険
事業所集団指導

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ご家族様へ


